
白石城震災復旧工事記念　上廣歴史シンポジウムin白石

片倉小十郎の城・白石城

歴史的な事実を掘り起こすことで　白石の新たな価値が育まれる

上_300人を超える歴史
ファンが詰めかけたシン
ポジウム
下_講師を務めた学界を
リードする研究者たち。
左から金森さん、近藤さ
ん、菅野さん、日下さん

市内外から集まった約300人が研究者の講演に耳を傾けた

　

２
月
２
日
、「
片
倉
小
十
郎
の
城
・

白
石
城
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
学
界
を
リ
ー
ド

す
る
研
究
者
が
、
震
災
復
旧
工
事
を

終
え
た
白
石
城
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
を
、
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

発
掘
さ
れ
た
白
石
城

　

ま
ず
、
本
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
の
日く
さ

下か

和か
ず

寿ひ
ろ

学
芸
員
が
、
戦
国

時
代
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
ま

で
の
概
要
な
ど
を
説
明
。
天
文
15

（
１
５
４
６
）
年
の
記
録
に
白
石
城

の
名
が
出
て
く
る
が
、
戦
国
時
代
の

白
石
城
の
範
囲
は
よ
く
分
か
ら
ず
、

確
実
な
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

こ
と
や
、
発
掘
調
査
で
13
〜
14
世
紀

に
遡
さ
か
の
ぼる
陶
磁
器
が
出
土
さ
れ
、
そ
の

時
代
か
ら
何
ら
か
の
利
用
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

　

続
け
て
、
現
在
の
益
岡
公
園
が
あ

る
山
を
利
用
し
て
石
垣
を
持
つ
近
世

城
郭
に
大
規
模
改
修
し
た
の
は
蒲が
も

生う

氏
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
、
土

塁
、
堀
、
柵
木
な
ど
で
作
ら
れ
た
城

山
だ
っ
た
。
城
の
規
模
は
、
江
戸
時

代
初
期
に
そ
の
形
が
確
定
し
た
の
で

は
な
く
、
順
次
拡
張
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
順
次
、
建

物
や
石
垣
が
解
体
・
移
築
さ
れ
、
そ

の
後
に
公
園
と
な
り
、
戦
時
中
は
軍

の
防
空
監
視
所
も
一
時
設
置
さ
れ

た
。昭
和
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら
、

大
き
な
樹
木
も
育
ち
、
桜
の
名
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
平
成
２
年

か
ら
発
掘
調
査
を
行
い
、
三
階
櫓や
ぐ
ら

の

あ
っ
た
箇
所
か
ら
は
、
異
な
る
３
つ

の
時
代
の
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

大
手
門
で
も
門
の
礎
石
、
石
垣
や
大

量
の
瓦
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

説
明
。
さ
ら
に
、
１
６
４
０
年
代
に

描
か
れ
た
正し
ょ
う

保ほ
う

絵
図
で
は
、
白
石
城

が
２
階
建
て
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

ふ
れ
、「
江
戸
幕
府
の
規
制
を
無
視

し
た
櫓
の
増
築
は
考
え
に
く
い
。
階

数
を
見
誤
っ
た
か
、
本
城
の
仙
台
城

と
支
城
の
白
石
城
の
関
係
、
ま
た
、

絵
図
に
お
い
て
意
図
的
に
軍
事
的
機

能
を
過
小
報
告
し
た
可
能
性
が
高

く
、
当
初
か
ら
三
階
櫓
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

蒲
生
の
城　

白
石
城
と
若
松
城

　

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
文
化
課

の
近こ
ん

藤ど
う

真ま

佐さ

夫お

主
幹
は
、
会
津
藩
士

の
娘
で
会
津
出
身
の
新に
い

島じ
ま

八や

重え

が
主

人
公
と
な
っ
て
い
る
、
平
成
25
年
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
放
送
開

始
と
と
も
に
、
１
月
か
ら
「
大
河
ド

ラ
マ
館
」
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
さ

せ
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
誕
生

さ
せ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、天
正
18
（
１
５
９
０
）
年
、

豊
臣
秀
吉
の
勢
力
が
奥
羽
に
及
び
、

翌
19
年
に
か
け
て
大
名
の
再
配
置
が

行
わ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
伊
達
政

宗
の
所
領
で
あ
っ
た
刈
田
郡
は
蒲
生

氏う
じ

郷さ
と

の
所
領
と
な
り
、
そ
の
際
に
城

館
の
整
理
や
支
城
の
配
置
が
行
わ

れ
、
本
城
の
会
津
若
松
城
と
北
に
白

石
城
、
南
に
白
河
城
を
は
じ
め
と
す

る
支
城
が
置
か
れ
た
と
話
し
た
。
そ

し
て
、
若
松
城
は
、
伊
達
・
最
上
を

防
ぎ
、
徳
川
を
後
ろ
か
ら
脅
か
す
も

の
で
、
領
内
の
一
つ
の
城
で
は
な
く

「
豊
臣
政
権
を
守
る
城
」
だ
っ
た
。

白
石
城
は
単
な
る
領
内
経
営
・
防
備

だ
け
の
支
城
で
は
な
く
、「
蒲
生
・

上
杉
領
の
最
前
線
を
守
る
城
」。
若

松
城
と
白
石
城
は
、「
豊
臣
政
権
を

見
せ
る
城
」
だ
っ
た
と
説
明
。
結
び

に
「
蒲
生
時
代
の
支
城
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
白
石
城
は
重
要
な
城
。

こ
の
時
代
の
遺
構
・
資
料
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
や
、
片
倉
氏
が
入
る
慶
長

７
（
１
６
０
２
）
年
か
ら
正
保
絵
図

が
描
か
れ
る
ま
で
の
間
の
歴
史
の
解

明
に
期
待
す
る
」
と
話
し
た
。

仙
台
藩
に
お
け
る
白
石
城

　

仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
の

菅か
ん

野の

正ま
さ

道み
ち

室
長
は
、
戦
国
時
代
、
全

国
に
は
４
万
〜
５
万
の
城
館
が
存

在
。
白
石
市
内
に
も
約
50
カ
所
余
り

の
城
館
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
大
部
分
が
戦
国
時
代
の
も
の
で
、

建
物
は
掘
立
柱
式
の
簡
素
な
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
話
し
た
。

　

続
け
て
、
白
石
城
が
徳
川
幕
府
の

「
一
国
一
城
令
」
の
例
外
の
城
と
し

て
格
付
け
さ
れ
た
理
由
に
ふ
れ
、「
片

倉
景
綱
が
豊
臣
政
権
下
や
初
期
江
戸

幕
府
政
権
に
お
い
て
、
伊
達
氏
の
家

臣
で
あ
り
な
が
ら
大
名
と
し
て
格
付

け
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
承
・
記
録

に
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、江
戸
幕
府
・

諸
大
名
か
ら
仙
台
藩
重
臣
の
筆
頭
と

い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

白
石
城
が
存
在
す
る
刈
田
郡
は
、
政

宗
が
徳
川
氏
か
ら
恩
賞
と
し
て
与
え

ら
れ
た
場
所
で
、
ほ
か
の
伊
達
領
と

は
扱
い
が
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
」
と
話
し
た
。

北
日
本
に
お
け
る
近
世
城
郭 

白
石
城

　

仙
台
市
博
物
館
の
金か
な

森も
り

安や
す

孝た
か

副
館

長
は
、
近
・
現
代
に
お
け
る
城
郭
の

特
徴
な
ど
を
説
明
。
戊
辰
戦
争
後
、

城
郭
は
新
政
府
に
統
治
さ
れ
、転
用
・

利
活
用
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
城
と

城
下
町
で
町
並
み
が
形
成
さ
れ
、
地

方
都
市
の
個
性
や
魅
力
の
中
心
、
城

郭
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
被
災
後
の

復
旧
で
は
、「
城
郭
を
核
と
し
た
地

域
文
化
・
歴
史
の
復
興
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
、
結
び
に
「
蒲
生
氏
郷
の
重

臣
で
あ
っ
た
蒲
生
郷さ
と

成な
り

、
上
杉
景か
げ

勝か
つ

の
所
領
と
さ
れ
、
城
代
と
し
て
任
じ

ら
れ
た
甘あ
ま

粕か
す

清き
よ

長な
が

、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
城
主
と
し
て
地
位
を
保
っ
た
片

倉
氏
が
、
時
代
背
景
の
中
、
何
を
手

掛
け
た
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
期

待
。
ま
た
、
明
治
２
年
に
按
察
府
が

白
石
に
置
か
れ
た
の
は
、
白
石
が
東

北
地
方
全
体
を
見
据
え
る
場
所
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
し
て
ほ

し
い
。白
石
城
は
片
倉
の
城
で
あ
り
、

大
き
な
歴
史
を
背
負
っ
て
き
た
城
。

城
を
守
る
の
は
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
。
大
切
に
思
い
、
価
値
を
与
え
、

守
り
伝
え
、
白
石
の
新
た
な
価
値
を

育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

天正15年（1587）
豊臣秀吉が関東、奥州に惣無事令（私的戦闘禁止令）
を出す。

天正18年（1590）

小田原城落城、豊臣秀吉による奥羽仕置が始まる。
蒲生氏郷、会津73万石を拝領、白石城を蒲生源左
衛門郷成に預ける。
この年以降、支城の白河城、三春城、長沼城、津
川城、南山城、塩川城、　猪苗代城、二本松城、白
石城ほかの築城、改修が着手される。

天正19年（1591）
九戸政実の乱が起こる。その後、蒲生氏郷が九戸
城を改修し、石垣を築く。

文禄元年（1592）
蒲生氏郷が黒川城（若松城）と城下の大規模な改
修を始める。

文禄２年（1593） 若松城の天守が完成する。

慶長３年（1598）
上杉景勝、会津領を拝領、白石城に甘粕備後を入
れる。

慶長５年７月
（1600）

伊達政宗、上杉領の白石城を攻撃する。

　　　　８月 政宗、白石城を石川昭光に預ける。

　　　　12月 伊達政宗が仙台城の築城を開始する

慶長７年12月
（1602）

片倉景綱が白石城を拝領する。

慶長15年（1610） 仙台城大広間が完成する。

正保３年（1646） 地震のため石垣壁櫓等が崩れる。

寛文元年（1661） 破損により再鋳していた鐘が完成し、掛けられる。

元禄５年（1692） 坂口門東厩曲輪南之方土手土留石垣が崩れる。

享保16年（1731） 大地震にて石垣、櫓、堀等多くの箇所が損壊する。

寛保３年（1743） 御勘定所で出火がある。

文政２年（1819） 白石城が焼失する。

文政６年（1823） 大櫓が再建される

文政12年（1829） 御城巽角櫓、石垣四カ所が完成する。

明治元年10月
（1868）

白石城が片倉家より白川口総督府へ引き渡し。

明治２年４月
（1869）

白石城を南部氏へ引き渡し。

　　　　８月 南部旧白石藩知事が白石城へ入城する。

明治３年９月
（1870）

三陸磐城両羽按察府廃止、白石城は旧片倉家中開
拓役所預かりとなる。

　　　　10月
白石城売却代金を北海道開拓費用に充てるよう願
い、元按察府の許可を得る。

明治４年４月
（1871）

旧白石城が兵隊屯所となり、御親兵が入城、三の
丸の居家を壊して調練場として洋式調練を行う。

明治７年（1874）
白石城を家禄奉還士族、御代田円八ら５名に払い
さげ、解体される。

明治33年（1900）
東宮殿下御慶事記念として白石城址を益岡公園と
することに決定する。

大正４年（1915） 片倉小十郎景綱公頌徳碑が本丸跡に建てられる。

平成７月５月
（1995）

三階櫓、大手門が復元公開される。

白石城関連年表
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